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小田原市教育委員会定例会会議録 

 

１ 日時  平成３０年４月２３日（月）午後７時００分～午後８時０５分 

場所  小田原市役所 ７階 大会議室 

 

２ 出席者氏名 

  １番委員        栢 沼 行 雄（教育長） 

  ２番委員        和 田 重 宏（教育長職務代理者） 

  ３番委員        萩 原 美由紀 

  ４番委員        吉 田 眞 理 

  ５番委員        森 本 浩 司 

 

３ 説明員等氏名 

教育部長        内 田 里 美 

文化部長        安 藤 圭 太 

  教育部副部長      友 部 誠 人 

文化部副部長      遠 藤 佳 子 

文化部副部長      石 川 幸 彦 

文化部管理監      大 島 慎 一 

教育総務課長      飯 田 義 一 

教育指導課長      石 井 美佐子 

生涯学習課長      樋 口   肇 

文化財課長       鈴 木 一 彰 

図書館長        古 矢 智 子 

教育指導課指導・相談担当課長 高 田 秀 樹 

教育指導課指導主事   大須賀   剛 

生涯学習課副課長    岡     潔 

 

（事務局） 

教育総務課副課長    前 島   正 

教育総務課主任     田 代   香 

 

４ 報告事項 

（１）市議会３月定例会・予算特別委員会の概要について      （教育部・文化部） 

（２）平成２９年度下半期寄付採納状況について            （教育総務課） 

（３）教育委員会職員の公務災害の状況について            （教育総務課） 

（４）史跡小田原城跡御用米曲輪北東土塁のクスノキの異変について【追加】（文化財課） 
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５ 議事日程 

日程第１ 議案第１６号 小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて 

（生涯学習課） 

日程第２ 議案第１７号 小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えについて 

（生涯学習課） 

日程第３ 議案第１８号 平成３１年度使用教科用図書の採択方針について 

（教育指導課） 

日程第４ 議案第１９号 学校運営協議会設置校の指定について   （教育指導課） 

日程第５ 議案第２０号 学校運営協議会委員の任命について    （教育指導課） 

日程第６ 報告第 ３号 事務の臨時代理の報告（小田原市教育委員会職員職名規則の 

一部を改正する規則）について      （教育総務課） 

日程第７ 報告第 ４号 事務の臨時代理の報告（小田原市教育委員会事務決裁規程の 

一部を改正する規程）について      （教育総務課） 

６ 議事等の概要 

（１）教育長開会宣言 

栢沼教育長…本日の出席者は５人で定足数に達しております。 

 

（２）３月定例会会議録の承認 

（３）会議録署名委員の決定…吉田委員、森本委員に決定 

 

栢沼教育長…ここで、本日の日程についてお諮りいたします。 

本日の日程に、報告事項（４）として「史跡小田原城跡御用米曲輪北東土塁

のクスノキの異変について」を追加したいと思います。これに異議はござい

ませんか。 

 

 

（「異議なし」の声） 

 

 

栢沼教育長…御異議もないようですので、ただいまの件を日程に追加することといたしま

す。 

 

（４）報告事項（１）市議会３月定例会・予算特別委員会の概要について 

（教育部・文化部） 

教 育 部 長…それでは、私から、報告をさせていただきます。 

恐れ入りますが、資料１を御覧ください。 

１ページは、日程でございます。３月定例会の会期は、２月１９日から３月

２３日まででございました。 
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２月２２日が厚生文教常任委員会、２月２８日から３月２日までが代表質

問、３月５日から２２日までが、予算特別委員会による平成３０年度予算の

審査で、このうち、３月１３日が教育費の審査でございました。 

２ページは、厚生文教常任委員会の概要でございます。教育部所管につきま

しては、案件はございませんでした。 

続きまして、３ページを御覧ください。 

２月２８日から３月２日までの３日間で代表質問が行われましたが、教育部

関係としては、「志民の会 鈴木 敦子議員」、「政和 武松 忠議員」、「日本共

産党 関野 隆司議員」、「誠風 神戸 秀典議員」、「創政会 井上 昌彦議員」

の計５名から質問がありましたが、主なものを報告させていただきます。 

５ページを御覧ください。 

志民の会 鈴木 敦子議員からは、「地域コーディネーターの役割や人材、配

置のスケジュール」について質問があり、教育長から「学校において主とし

て教頭が担っている、学校運営協議会の事務局や地域団体との調整等の業務

の一部を担うとともに、地域人材の活用や地域学習の推進、地域行事への参

加促進等に向けて、地域コミュニティ組織と連携していくという役割がある

ことから、学校運営や地域の事情に詳しい人材が求められる。配置のスケジ

ュールについては、まずは、平成３０年度にモデル校１校に配置し、その効

果や課題を検証しながら、他校での開設に向けた調整を図ってまいりたい。」

旨の答弁をいたしました。 

政和 武松 忠議員からは、「トイレの洋式化と空調設備の設置について」質

問があり、市長から「トイレ洋式化の全面改修工事は、長期休業期間中にし

か実施できない制約があるが、学校運営に支障がないように学校との調整を

十分に行いながら、今後も計画的に推進してまいりたい。また、空調設備

は、現在、特別教室に順次設置を進めているが、電気容量に余裕のない小・

中学校では、変電設備の新設に高額な費用を要することが課題となっている

ため、先進都市の事例も参考にしながら、現実的かつ効率的な方法での設置

を検討してまいりたい。今後も学習環境を整えるため、国庫補助金やスポー

ツ振興・教育環境改善基金等を最大限活用し、計画的に整備してまいりた

い。」旨の答弁がありました。 

続きまして、資料の１０ページを御覧ください。予算特別委員会について御

報告いたします。 

教育部関係としては、「鈴木 和宏委員」、「神永 四郎委員」、「安野 裕子委

員」、「奥山 孝二郎委員」、「田中 理恵子委員」、「佐々木 ナオミ委員」の計６

名から質問がありましたが、主なものを報告させていただきます。 

１１ページを御覧ください。 

鈴木 和宏委員からは、地域コーディネーターについて、「地域コミュニティ

組織とどのように連携していくのか」について質問があり、教育長から「今
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回の早川小学校におけるモデルケースにおいて、学校を拠点とした地域事務

局との新たな連携により、学校と地域とのより一層の情報共有が図られると

考える。これにより、地域の声や実態をより学校経営に反映していくこと

や、新たな学校教育振興基本計画で目指す子ども像の一つである『ふるさと

への愛』の醸成につながるような、教育活動の充実が図られると考えてい

る。」旨の答弁をいたしました。 

神永 四郎委員からは「部活動活性化事業について」質問があり、このうち

「部活動指導員の選出方法」についての質問に対して、教育長から「部活動

指導員の選出については、まず各中学校に要望を聞いた上で、教育委員会と

して総合的に判断し、配置する学校、配置する部活動を決定していく予定で

ある。また、部活動指導員は成人であれば、特に性別や年齢等を想定しては

いないが、学校の組織の一員として教育活動を行うのに十分な資質を備えた

人物であることを重要視して委嘱する予定である。」旨の答弁をいたしまし

た。 

以上で、教育部に係る「市議会３月定例会・予算特別委員会の概要につい

て」の報告を終わらせていただきます。 

文 化 部 長…引き続きまして、私から文化部所管の概要について御報告申し上げます。 

文化部関連の代表質問といたしまして、６つの会派から質問がございまし

た。 

資料の８ページを御覧ください。 

志民の会 鈴木議員から「課題を解決し、未来を拓く人づくり」に関連して、

「（仮称）おだわら学講座及び（仮称）人づくり課題解決ゼミ」に関して、取

り組む意義と想定される具体的な内容・対象者について、質問がありまし

た。この事業は、官民協働によりまちづくりのための担い手を育成していく

事業を進めるうえで、基本となる本市の現状と課題やその解決手法など、総

合的に学び直そうとする取組みであり、市民と行政が協働して持続可能な地

域社会の実現を目指す取組みの一環を担うものである旨答弁いたしました。

具体的な取組の内容等については資料のとおり、答弁いたしました。 

また、「希望と活力あふれる小田原」に関連して、「童謡百年にあたり白秋の

童謡を、まちづくり施策の前面に位置づけて積極的に進めるべきではない

か」との質問がありました。 

今夏の白秋童謡館の再オープンにあたり、展示室のリニューアルを予定する

とともに、今年を「白秋童謡１００年」と位置づけ、様々な催しを実施して

いきたい旨、答弁いたしました。 

次に、公明党 楊議員から「地域資源を生かしたさまざまな世代の学びの場

づくり」について、担い手が必要な分野ごとに、どのように既存事業をブラ

ッシュアップしていくのか、また（仮称）おだわら学講座や（仮称）人づく

り課題解決ゼミの事業目的とそれぞれの事業の展開についての質問がありま
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した。より多くの市民の方に学びの場へ参加していただくために、既存の担

い手育成事業を顕在化させるとともに、民と官がまちづくりの課題を解決す

るという認識を改めて共有していき、そのうえで担い手育成の環境を整え、

各分野で行われている取組みを相互に繋ぎ、一連の取組みとして推進してい

きたい旨答弁いたしました。 

次に、政和 武松議員から「御用米曲輪の土塁修景整備」に関連し、まずそ

の整備状況について質問があり、遺構の保護と樹木の健全育成、市街地との

遮蔽の確保に注意しながら修景工事を実施しており、今後は、小田原北条氏

時代の重要な遺構である池跡や庭園跡などの保存、その活用について、文化

庁等の指導をいただきながら、整備を進めていく旨答弁いたしました。ま

た、植栽管理計画との整合性及び観光的機能の付加について質問があり、資

料のとおり、答弁いたしました。 

引き続き、「図書館サービスの在り方」について、「駅前図書施設における課

題と期待される機能、波及効果」に関する質問がありました。駅前図書施設

は細長い形状で設置されることから、形状にあった、書棚の高さやレイアウ

ト等を工夫することにより、適切な管理サービスの提供に努めていく旨答弁

いたしました。 

また、期待される機能、波及効果については、駅前という利便性の高い立地

から、これまでの貸出・閲覧機能のほか、文化・情報の発信拠点として、中

心市街地の賑わいにも寄与できると考えている旨答弁いたしました。 

資料９ページをお開きください。 

誠風 神戸議員から「二宮尊徳翁の映画化について、教育的な見地からどの

ように捉えているのか」との質問がありました。映画「地上の星－二宮金次

郎伝」は、尊徳翁が様々な困難を乗り越え、荒地の復興に立ち向かう姿を描

く映画となっています。復興の土台となる尊徳翁の教えや報徳仕法の原点を

尊徳学習に取り組んでいる子供たちに学んでもらいたいと考えているので、

今回映像化されることで、子供たちにとって尊徳翁がより身近な存在にな

り、教育的な見地からも有意義であると考えている旨答弁いたしました。 

新生クラブ 佐々木議員から「生涯学習の振興」に関連し、生涯学習センタ

ー本館（けやき）の設備等の修繕について質問がありました。建設後３７年

が経過し、全体的に老朽化が進んでいることから、利用者の安全面を最優先

に検討しながら、順次修繕を実施していく旨答弁いたしました。 

次に、「二宮尊徳翁の映画化」に関連し、尊徳翁の映画化に対する支援を行う

ことで何を獲得しようとしているのか、また、費用対効果についての質問が

ありました。市としては、市民と一丸となってこの映画の製作から上映まで

を支援していくことに大きな意義を見出しており、尊徳翁の知名度を上げる

など短期的な目標はもとより、尊徳翁の生涯とその実績を映像に残し、将来

にわたって子供たちの教育や尊徳顕彰事業で活用していくことを長期的な目
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標と捉えていること、尊徳翁の映画化の効果は、一時的にあらわれるものだ

けではなく、子供たちの教育や尊徳翁の顕彰など、将来にわたって広くあら

われるものと考えている旨答弁いたしました。 

続いて、創政会 井上議員から「未来を拓く人づくり」に関連し、「地域資源

を生かした学びの場づくり」とは、具体的にどのような事業なのか等につい

て質問がありました。本事業は、「人づくり」が重要かつ喫緊の課題であるこ

とを民と官が共有し、より多くの市民が学ぶことのできる機会を増やすだけ

でなく、その学びの成果を活かす場が提供されることで、まちづくりの担い

手を育成する学びの場が整うものと考えており、持続可能な地域社会を実現

するためには様々な手法を通して地域の課題解決を促進していくことが必要

である旨答弁いたしました。 

引き続きまして、予算特別委員会総括質疑の概要について御報告申し上げま

す。 

文化部関連の予算特別委員会総括質疑といたしまして、４つの会派から質問

がございました。 

資料１４ページを御覧ください。 

はじめに、誠風 鈴木委員から「駅前図書施設整備事業」について質問があ

りました。 

まず、「駅前図書施設の機能や運営形態」などについて質問があり、駅前図書

施設の機能として、貸出・閲覧機能など本来の役割を果たしつつ、より多く

の方々に来てもらえるよう特色ある空間や蔵書構成、イベント等の実施をし

ていくとともに、運営形態については、駅前に整備する図書館としてふさわ

しいものにしていく旨答弁しました。 

また、商業地域への整備についても質問があり、資料のとおり答弁いたしま

した。 

創政会 井上委員からは、「映画「地上の星－二宮金次郎伝」支援事業費」に

ついて質問がありました。 

「映画の製作及び上映に対するリスク」について質問がありましたが、本映

画の監督など製作スタッフの顔ぶれと、これまでの実績から、リスクはない

という判断のもと、支援することにした旨、答弁いたしました。 

また、「市民応援団おだわらへの負担金」、「市の職員の映画出演」について

は、資料のとおり答弁いたしました。 

次に、公明党 楊委員からは「白秋童謡の散歩道を周知するため、駅前への

誘導サインの設置」について質問がありました。 

小田原駅前に誘導サインを設置することには課題がありますが、「白秋童謡 

１００年」の今年は、白秋童謡館の改修に伴う展示のリニューアルや「白秋

童謡１００年」関連事業の実施などの機会を捉えて、「小田原と白秋」を発信
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するとともに「白秋童謡の散歩道」の更なる周知に努めてまいりたい旨答弁

いたしました。 

新生クラブ 佐々木委員からは、「映画「地上の星－二宮金次郎伝」支援事業

費」について質問がありました。 

「映画製作等の支援について、全国報徳研究市町村協議会全体で支えていく

ことを考えるべきではないのか」とのご質問については、平成２６年度の全

国報徳研究市町村協議会総会において、全会一致で尊徳翁の映画化に対し、

支援をしていくことを合意しており、そのうえで、各自治体が状況に応じて

支援を行う旨、答弁いたしました。 

「市民応援団おだわらに対する負担金の支出額」の質問については、子供た

ちへの教育は勿論のこと、尊徳顕彰及び都市セールスの面においても、尊徳

翁の映画化は支出額に見あった効果があると考えている旨、答弁いたしまし

た。 

以上で、文化部所管の市議会３月定例会、予算特別委員会の概要についての

説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質疑・意見等なし） 

 

 

以上で、図書館が関連する議題は終了いたしましたので、関係の職員は御退席ください。 

 

 

（図書館職員  退席） 

 

 

（５）報告事項（４）史跡小田原城跡御用米曲輪北東土塁のクスノキの異変について 

（文化財課） 

文化財課長…それでは、私から説明申し上げます。 

資料４を御覧いただきたいと存じます。 

まず、１の「伐採の状況」でございますが、平成２９年度の本丸・二の丸整

備事業の一環として、平成３０年２月に緑の専門家の指導のもと、史跡小田

原城跡御用米曲輪北東土塁上のクスノキ２９本のうち１３本を伐採しまし

た。 

残った１６本のクスノキについては、剪定等は実施いたしませんでしたが、

４月上旬にそのうちの一部について葉が茶色く変色し、落葉している状態で

あることを確認しました。 
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次に、２の「経緯」でございますが、平成３０年２月１３日（火）にクスノ

キの伐採を開始しました。この伐採については、植栽の専門家による現地指

導を受けて実施しております。２月１９日（月）にクスノキ１３本の伐採を

終了いたしました。３月２６日（月）に、平成２９年度第２回史跡小田原城

跡調査・整備委員会による御用米曲輪の現地確認がございましたが、その際

には特にクスノキの異変は確認できませんでした。その後４月４日（水）

に、御用米曲輪で作業中の史跡管理嘱託員より、北東土塁上のクスノキ数本

が枯れはじめているように見えるとの連絡を受けました。そこで文化財課職

員が現地を確認し、これを受け、樹木医に電話連絡し、相談したところ、ク

スノキのような常緑の樹木は、この季節に葉が入れ替わり、枯れたように見

えることがあり、葉の入れ替わる際には、葉が枯れるとともに新しい葉も出

てくるとの話があり、しばらく様子を見ることといたしました。 

その後、４月１０日（火）及び４月１１日（水）に職員がクスノキの現地確

認をしたところ、枯れはじめているように見えるクスノキが数本あること、

そのうちの一部については状態が悪いことを確認しました。 

そこで、樹木医による現地確認及び現地指導をお願いすることとし、４月 

１３日（金）に樹木医による現地指導を受け、関係者で対応を協議しまし

た。 

３の「現状」でございますが、御用米曲輪北東土塁上のクスノキの様子につ

いて、２ページ目の写真を御覧ください。 

写真１のとおり、異変が認められるクスノキは数字の１から９のとおり９本

あります。写真２と３を御覧ください。樹勢が衰えて見え、全体的に状態が

悪いものが四角で囲った５と７の２本です。写真４ですが、分かれた樹幹な

ど部分的に状態が悪いものが丸で囲った３と４の２本です。それ以外の５本

のクスノキは、一部に葉の枯れが見られる程度であり、樹木医によります

と、これ以上悪化することはないとの話でありました。 

資料の１ページにお戻りください。 

次に、４の「原因」ですが、２月２８日（水）に根の処理のために切株に薬

剤を注入したのですが、その薬剤が、影響を与えた可能性が高いと思われま

す。施工時には想定できなかったことですが、現状から推定しますと、切株

の根が隣接するクスノキの根と地中で癒着しており、その根を通じて薬剤が

影響したものと考えられます。 

最後に、５の「今後の対応」ですが、クスノキの樹勢を回復するために、４

月１７日には、全体的及び部分的に状態の悪いもの４本につきまして、枯れ

枝を剪定し、樹木の負担を軽くした上で、樹幹に緑化テープを巻いて養生い

たしております。あわせて、１９日に異変の見られるクスノキ９本全体に液

体肥料を散布するなど、できる限り速やかな対策を講じました。今後とも経

過観察をしながら、対応してまいります。 
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以上で説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質 疑） 

 

 

栢沼教育長…新聞などマスコミ報道されましたが、それ以降で市民等が問い合わせや御意見

等寄せられましたか。 

文化財課長…市民等から問い合わせ等はいただいておりません。 

 

 

（その他質疑・意見等なし） 

 

 

以上で、文化財課が関連する議題は終了いたしましたので、関係の職員は御退席ください。 

 

 

（文化財課職員  退席） 

 

 

（６）報告事項（２）平成２９年度下半期寄付採納状況について     （教育総務課） 

教育総務課長…それでは、私から御説明申し上げます。 

資料２を御覧ください｡ 

平成２９年度下半期の寄付採納については、資料１ページから３ページに記

載いたしましたとおり、物品２２件でございました。詳細は資料のとおりで

ございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質疑・意見等なし） 

 

 

（７）報告事項（３）教育委員会職員の公務災害の状況について     （教育総務課） 

教育総務課長…それでは、御説明申し上げます。 

資料３を御覧ください｡ 

平成２９年度下半期の公務災害発生件数は、資料のとおり１件でした。当該

職員については、現在、完全治癒しているところでございます。 

以上で説明を終わらせていただきます。 
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（質疑・意見等なし） 

 

 

（８）日程第１ 議案第１６号 小田原市社会教育委員の一部委嘱替えについて 

（生涯学習課） 

生涯学習課長…それでは、私から御説明申し上げます。 

議案書をおめくりいただき、資料を御覧ください。 

小田原市社会教育委員につきましては、小田原市社会教育委員条例第２条の

規定により、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動

を行う者並びに学識経験のある者の中から選出することとなっております。 

現在、小田原市社会教育委員は、平成２８年８月１日から平成３０年７月 

３１日までの２年の任期で、継続中でございますが、このたび、家庭教育の

向上に資する活動を行う者として委嘱しておりました、小田原児童相談所長

の土橋 俊彦氏が、平成３０年３月３１日をもって委員を退かれることとな

りました。また、学校教育の関係者として委嘱しておりました、千代中学校

長の桒畑 寿一朗 氏、下中小学校長の末藤 晃英 氏が、平成３０年４月 

３０日をもって委員を退かれることとなりました。 

その後任として、小田原市校長会から鴨宮中学校長の田中 修 氏、桜井小

学校長の星嵜 文克 氏を、小田原児童相談所から所長の佐久間 てる美 

氏を御推薦いただきましたが、小田原市社会教育委員として適任と思われま

すので、委嘱いたしたく提案するものです。 

以上で、提案説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質疑・意見等なし） 

 

 

採決…全員賛成により原案のとおり可決 

 

 

（９）日程第２ 議案第１７号 小田原市郷土文化館協議会委員の一部委嘱替えについて

（生涯学習課） 

生涯学習課長…それでは私から御説明申し上げます。 

議案書をおめくりいただき、資料を御覧ください。 

小田原市郷土文化館協議会委員は、小田原市郷土文化館協議会規則第３条第

１項の規定により、学校教育及び社会教育の関係者並びに学識経験者の中か

ら選出することとなっております。 

現在、郷土文化館協議会委員は、平成２９年９月１日から平成３１年８月 
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３１日までの２年任期で、継続中でございますが、このたび、小田原市校長

会の代表として、委嘱しておりました、平野 真弓 氏が、平成３０年３月

３１日をもって委員を退かれることとなりました。 

その後任として、小田原市校長会から下中小学校長の末藤 晃英 氏を御推

薦いただきましたが、郷土文化館協議会委員として適任と思われますので、

委嘱いたしたく提案するものです。 

以上で、提案説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質疑・意見等なし） 

 

 

採決…全員賛成により原案のとおり可決 

 

 

以上で、文化部が関連する議題は終了いたしましたので、関係の職員は御退席ください。 

 

 

（文化部職員  退席） 

 

 

（１０）日程第３ 議案第１８号 平成３１年度使用教科用図書の採択方針について 

（教育指導課） 

教育指導課長…それでは、平成３１年度使用教科用図書の採択方針について、私から説明をさ

せていただきます。 

教科書採択につきましては『義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律』により定められておりますが、今年度、小学校で「特別の教科 道

徳」を除く教科用図書と、中学校で「特別の教科 道徳」を採択することか

ら、平成３１年度使用教科用図書の採択を進めるにあたり、「教科用図書採択

方針」を定めるものです。 

それでは、採択方針の内容についてご説明します。 

「１平成３１年度使用教科書採択について」４点あります。 

１点目は、採択する教科用図書は学校教育法附則第９条の規定による教科書

を除き、文部科学省の検定を経た「教科書目録（平成３１年度）」に登載され

ているものとしています。 

２点目は、小田原市教科用図書採択検討部会、これは教育委員会が行う教科

用図書の採択に関しまして、必要な事項を調査研究することを目的として設
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置するものですが、この部会においては、種目ごとの種類を絞り込むことな

く、調査研究の結果を報告することとしています。 

３点目は、小学校教科用図書については、平成２９年度検定において新たな

図書の申請が無かったため、「特別の教科道徳」を除き、平成２６年度採択に

おける調査研究の内容や４年間の使用実績を踏まえて採択します。また、「特

別の教科 道徳」については、平成２９年度に採択したものと同一の教科書

を採択することとします。中学校については、平成３１年度から「特別の教

科 道徳」が導入されますので、「中学校用教科書目録（平成３１年度）」に

登載されている教科書の中から、採択検討部会で行う調査研究の内容をふま

えて、採択することとします。中学校のその他の教科書は、平成２７年度に

採択したものと同一の教科書を採択することとします。特別支援学級用教科

書は、児童生徒にとって最もふさわしい内容のものを採択します。 

４点目は、採択の公正確保、開かれた採択の実施、静謐（せいひつ）な採択

環境の確保について示しています。 

「２教科用図書採択基準」として３点あります。 

１点目、各発行者が作成する「教科書編修趣意書」、神奈川県教育委員会の

「調査研究の結果」等を踏まえ、学習指導要領に基づいて調査研究し、採択

する。 

２点目、採択権限を有する者の責任において、公明・適正を期し、採択す

る。 

３点目、学校、児童・生徒、地域等の特性を考慮して採択する。 

以上になりますが、採択基準につきましては、例年同様の内容としておりま

す。 

説明は以上となりますが、本日はこれからの採択事務を進めていくにあた

り、本教科用採択方針についてご意見をいただき、方針の決定をしていただ

きますようお願いします。 

なお、２枚目以降には、資料として、や教科書採択のスケジュール、採択検

討部会員名簿、教科書採択までの流れ等を添付させていただきましたので、

ご参照ください。これで、説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い

します。 

  

 

（質 疑） 
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吉 田 委 員…１（３）にある「４年間の使用実績」とは具体的に何を指しているのか教えて

ください。 

指導・相談担当課長…現在、小学校におきましては、平成２６年度に採択された教科書を平成２７年

度から平成３０年度までの４年間使用しております。この平成３１年度使用

の教科書については、先ほどありましたとおり、新たな図書の申請はありま

せんでしたので、平成２７年度から平成３０年度使用した教科書と同じ図書

が各目録に搭載されている教科書となりますことから、本市において平成 

２７年度から平成３０年度まで使用した実績を学校現場や子供たちが使用し

た経過を先生方から伺った上で平成３１年度使用の教科書を採択しようとす

るものです。 

吉 田 委 員…４年間使用されて何か課題があったのか検証されるということでよろしいでし

ょうか。 

指導・相談担当課長…そのとおりです。 

栢沼教育長…その結果を見て、最終的に私たちが採択をするということですね。 

指導・相談担当課長…はい。 

栢沼教育長…その部分がここでいう文言で、例えば（３）でいくと、「「特別の教科 道徳」

にあたっては平成３０年度に使用したものと同一の教科書を採択すること」と

の違いですね。 

中学校の「特別の教科道徳」は今回はじめての採択になるわけですが、何社

から出されているか分かれば教えてください。 

指導・相談担当課長…文部科学省で平成２９年度の検定結果が公表されておりまして、中学校の道徳

の教科書として検定が通っているのは８社と伺っております。 

栢沼教育長…（３）の一番下に特別支援学級の教科書について、方針として「児童生徒の障

がいの種類、能力、適正等をかんがみ、最もふさわしい内容のものを採択する

こと」となっております。これは各学校単位で選定していくと思いますが、個

に対応するとなると種類も多くなるので、各学校が選ぶうえで、基準や目安に

なる資料等は県から出されているのですか。 

教育指導課長…いわゆる９条本ということになりますけれども、リストができておりまして、

学校ではそれを参考にしながら子供たちの適正にあったものを選んでいくよ

うな形になっております。 

栢沼教育長…それは県の方である程度リスト本があって、その中から選んでいくということ

ですか。 

教育指導課長…はい。 

栢沼教育長…そのリストを作るにあたっては、検討委員会などの中で作られて、おそらく毎

年変えているのではないかと思いますが、それらをよりどころとして選ぶとい

うことですね。 
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教育指導課長…はい。毎年、リストに基づいて学校は決定しておりますけれども、発行されて

いない場合などもございます。それは年度年度で変わっていくものですの

で、より新しいものを選ぶような形になっております。 

栢沼教育長…知的や聴覚など障がいに応じて、教材そのものが色々と工夫されていると思い

ますが、そういったものは子供の実態に応じて選んでいくということですよ

ね。 

萩 原 委 員…例えば特別支援学級の１つのクラスの中で同じ教科書が使われるのではなく、

個人に合わせた教科書が選ばれるということですか。一人ずつ違うというこ

とですか。 

教育指導課長…教科書につきましては、検定本を使うお子様もいらっしゃいますし、そうでは

ない９条本の中から選ぶお子様もいらっしゃいます。それぞれ違う教科書が

お一人おひとりの状況に応じて選ばれているものです。 

萩 原 委 員…先生方はどうやって指導を工夫されているのですか。 

教育指導課長…主に国語や算数といった個別の学習で使っていきます。教員１人に対して３名

程度のお子様がいらしたら、この子はこの学習、この子はこの学習、とそれ

ぞれに進めていきます。あるいは国語や算数も通常の学級で学習しているお

子様もいらっしゃいます。その場合は検定本を使用します。それぞれ体制や

指導法を工夫して取り組んでいるところでございます。 

 

 

（その他質疑・意見等なし） 

 

 

採決…全員賛成により原案のとおり可決 

 

 

（１１）日程第４ 議案第１９号 学校運営協議会設置校の指定について（教育指導課） 

教育指導課長…小田原市学校運営協議会設置校の指定を受けることについて、このたび、新規

に８校から、小田原市学校運営協議会設置規則第３条第１項の規定により申

請がありました。なお、８校は、三の丸小学校、山王小学校、町田小学校、

久野小学校、矢作小学校、報徳小学校、富士見小学校、下中小学校でござい

ます。 

申請内容につきましては、８校からそれぞれ、「学校運営協議会設置のねら

い」と「保護者、地域住民等が学校運営や学校教育活動に参画し、支援する

仕組み」について記されています。 

申請にもとづきまして、この８校を学校運営協議会設置校として指定してよ

ろしいか伺うものです。御審議のほど、よろしくお願いします。 
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（質 疑） 

 

 

吉 田 委 員…各学校から提出されている申請書の内容については、協議会ですから、学校だ

けではなく参加される地域の方々のご意見も聞いて書かれた内容となってい

ますか。 

指 導 主 事…この学校運営協議会は、小田原市の場合、基本的に現在の学校評議委員制度が

移行していくような形になっています。そういう意味で地域の全員ではあり

ませんが、学校評議委員会の中で準備会を設け、こういった申請をしていて

います。これは概要にまとめたものになりますが、そういった行程を経て申

請されていくといったところでございます。 

吉 田 委 員…学校に協力してくださる方々との合意の上でこんな形でやっていきましょうと

の了解が得られて、気持ちがひとつになっているということでよろしいでし

ょうか。 

指 導 主 事…そのとおりです。 

森 本 委 員…今回申請をされた小学校がありますが、これまで申請された学校は何校くらい

ありますか。 

指 導 主 事…小田原市は平成２７年度にモデル的に小学校１校で導入しました。その後、全

２５校を計画的に平成３１年度までに学校運営協議会の設置を目指して進め

ております。その計画に基づいた８校となっておりまして、昨年度までは 

２５校中の９校が設置しております。今回は新たに８校です。 

 

 

（その他質疑・意見等なし） 

 

 

採決…全員賛成により原案のとおり可決 

 

 

（１２）日程第５ 議案第２０号 学校運営協議会委員の任命について  （教育指導課） 

教育指導課長…先ほど、三の丸小学校、山王小学校、町田小学校、久野小学校、矢作小学校、

報徳小学校、富士見小学校、下中小学校の８校に小田原市学校運営協議会を

設置し、コミュニティ・スクールとして指定をしていただきました。 

ついては、小田原市学校運営協議会の設置等に関する規則第５条第１項によ

り、小田原市教育委員会が委員の任命を行うものとなります。 

８校の校長からそれぞれ委員の推薦があり、委員として、三の丸小学校から

は１１名、山王小学校１２名、町田小学校１３名、久野小学校１３名、矢作
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小学校１１名、報徳小学校１２名、富士見小学校１２名、下中小学校１１名

となっております。 

推薦のあった８校の委員の任命について伺うものです。 

御審議のほど、よろしくお願いします。 

 

 

（質 疑） 

吉 田 委 員…それぞれの地域によっていろいろな団体から推薦されていて、それぞれに特徴

があると拝見しますが、公募市民はこの中に入っていないのでしょうか。 

指 導 主 事…公募は推薦の中からは特にございません。現在の評議委員制度の中で積み上げ

られてきたものに加え、その学校の地域の特性に応じた。というところにな

ります。 

吉 田 委 員…公募をしない理由がありましたら教えてください。なるべく開かれたというと

ころの方が良いと思っていて、今回からということでなくても、方法とし

て、例えば新しく引っ越して来た方でも「気になる、参加したい」となった

ら参加して、面接等が必要になると思いますが、自分の考えを述べる場があ

ったり、学校教育に自分の夢を語る場があったり、地域の中で団体に属した

長でなかったとしても、意見を言う場であったりすると、開かれた感じにな

るのかなと思いますが。 

指 導 主 事…特に公募をしない理由はございませんので、ご意見として受け止めさせていた

だきたいと思います。 

栢沼教育長…各学校あがってきた委員ですが、例えば三の丸小学校については１１人ですけ

れども、次年度にもう１人追加することや少なくなることは可能なのですよ

ね。 

また、この学校評議委員のメンバーがそのまま移行して、学校運営協議会の委

員となっている学校と少し追加されているとか、多少変わられているのかどう

か教えてください。 

指 導 主 事…学校評議委員のメンバーがベースになっておりますが、すべての学校におい

て、加えた方々が入っております。学校は相当な時間をかけて、学校の特性

に応じたメンバーをお選びいただいていると伺っております。先ほど委員さ

んの中から新しく入ってきた保護者の方のお話もありましたが、やはり地域

の声、特に保護者の声等や保護者のことを一番知っている方々ではどういっ

た方々がいるのか、と同時に団体の充て職というとことがございますので、

そういうところを加味しながら、例えば養護施設の方に新しく加わっていた

だいたり、民生委員さん、児童委員さんのような子供たちのことをよくわか

っている方々に入っていただいたり、そういった形でどの学校も新しく加わ

った状態です。 
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（その他質疑・意見等なし） 

 

 

採決…全員賛成により原案のとおり可決 

 

 

（１３）日程第６ 報告第３号 事務の臨時代理の報告（小田原市教育委員会職員職名規則 

の一部を改正する規則）について 

日程第７ 報告第４号 事務の臨時代理の報告（小田原市教育委員会事務決裁規程 

の一部を改正する規程）について    （教育総務課） 

教育総務課長…それでは、私から、報告第３号及び報告第４号について、一括して御説明申し

上げます。 

本件のような規則・規程の改正につきましては、教育委員会の議決を要しま

すが、市長部局での改正にあわせて４月１日に施行する必要があり、教育委

員会会議を招集する時間的余裕がなかったため、小田原市教育長に対する事

務委任等に関する規則第３条に基づき、教育長が臨時に事務を代理しました

ので、御報告するものです。 

はじめに、報告第３号小田原市教育委員会職員職名規則の一部を改正する規

則につきましては、資料の２ページ、右上に「議案説明資料」と記した資料

を御覧ください。 

はじめに［改正理由］ですが、市長部局で新たに担当監が設置されることに

伴い、教育委員会でも所要の整備を行うため改正するものです。 

次に［内容］でございますが、教育委員会で用いる職名として、担当監を設

け、その職務内容を（１）から（４）までとするものです。 

引き続きまして、報告第４号小田原市教育委員会事務決裁規程の一部を改正

する規程につきまして御説明申し上げます。資料の３ページ目、右上に「議

案説明資料」と記した資料の［内容］を御覧ください。 

新たに設けられる担当監について用語の意義に加えるとともに、担当監にか

かわる事項に関する決裁区分を定めるほか、字句の整備を行うものです。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

 

 

（質 疑） 

 

 

吉 田 委 員…専門監と担当監に分ける意味を教えてください。専門監だけでは何か不具合が

あったのでしょうか。 
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教育総務課長…専門監につきましては、職員区分としては管理職の扱いになっています。担当

監については、係長級で職位が異なります。ちなみに教育委員会では担当監

に任命された職員はおりませんが、市長部局のほうで２名担当監に任命され

ております。 

 

 

（その他質疑・意見等なし） 

 

 

７ 教育長閉会宣言 
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平成３０年５月２２日 

 

教 育 長 

 

 

署名委員（吉田委員） 

 

 

署名委員（森本委員） 

 


